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年末年始の業務について／コンテンツ
まちのわだい
ねんりんピック紀の国わかやま２０１９
病児・病後児保育室「ぽけっと」を開設します

プレミアム付商品券事業／医療・介護ガイド
ブックをご活用ください／住民票・マイナン
バーカードに旧姓が併記できます
滞納処分について／自衛官（学生）等の募集
学校給食用物資納入業者の募集／水道の各種手
続き・手数料について
国保健全財政の維持に向けて（第５８回）
後期高齢者医療制度にご加入の皆さまへ
保健センターだより
献血／大人の発達障がいに関する講演会
秋の叙勲受章者／第７１回人権週間／消防団員
募集／よろこび・かなしみ
火災・救急件数／人口と世帯／募集
お知らせ／相談／納税／町民の皆さまへ

月12

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　総務課　　℡　０７３５‐６２‐０５５５

年末年始における各施設の業務は以下のとおりです。

※休業期間中、役場では各種証明書の発行は行っておりませんのでご了承ください。
※くしもと町立病院では、１２月２９日（日）と１月５日（日）に日曜小児初期診療を行います。
※休業期間中、総合運動公園をご利用になる場合は、１２月２７日（金）午後５時までに串本町文化セン
　ター（℡　０７３５‐６２‐０００６）まで事前予約をお願いいたします。
※B＆G海洋センターは、修繕工事のため１２月中は休館となります。１月４日（土）より開館予定です。

27 日 28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日 6日
（金）（土）（日）（月）（火）（水）（木）（金）（土）（日）（月）

 役場 ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

 文化センター ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

 図書館 ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ 休

 くしもと町立病院 ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ○

 総合運動公園 ○ ○ ○ 休 休 休 ○ ○ ○ ○ 休

 サンゴの湯 ○ ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ ○ 休

 B ＆ G 海洋センター 休 休 休 休 休 休 休 休 ○ ○ 休

年末年始の業務について
日ト友好マスコット
キャラクター「まぐトル」

　
航
空
自
衛
隊
串
本
分
屯
基
地
と
串
本

町
は
10
月
25
日
、
同
基
地
近
辺
で
火
災

な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
際
の
連
携
に

関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
大
島
島
内
を
基
準
と
し
て
、
災
害

発
生
時
に
同
基
地
が
自
主
的
に
活
動
し

た
り
、
町
が
同
基
地
に
消
防
用
水
を
提

供
す
る
な
ど
、
相
互
に
連
携
す
る
こ
と

で
迅
速
な
対
応
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
、
役
場
町
長
室
で
中
川
貴
裕

同
基
地
司
令
と
田
嶋
町
長
が
協
定
書
に

調
印
。
中
川
司
令
は
「
町
や
消
防
と
緊

密
に
連
携
し
、
防
災
能
力
を
向
上
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

航
空
自
衛
隊
と
協
定
締
結

大
島
の
災
害
に
連
携
対
応協定書に署名する中川司令（左）と田嶋町長

Town Topics

　
田
原
地
区
に
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
10
月
21

日
に
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
周
辺
地
域

活
性
化
協
議
会
が
設
立
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
和
歌
山
県
と
地
元
の

官
公
署
、
商
工
、
観
光
、
漁
業
、
交
通

な
ど
の
関
係
団
体
代
表
者
が
会
員
と
な

り
、
会
長
に
下
宏
県
副
知
事
、
副
会
長

に
田
嶋
勝
正
串
本
町
長
と
堀
順
一
郎
那

智
勝
浦
町
長
が
就
任
。
情
報
共
有
を
図

り
、
同
発
射
場
を
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
る
た
め
の
協
議
や
課
題
解
決
の
検
討

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
設
立
総
会
と
第
１
回
通
常
総
会
が
開

か
れ
た
こ
の
日
は
、
見
学
場
の
整
備
、

渋
滞
対
策
に
つ
い
て
の
報
告
と
同
発
射

場
を
建
設
す
る
ス
ペ
ー
ス
ワ
ン
株
式
会

社
の
阿
部
耕
三
取
締
役
に
よ
る
事
業
概

要
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
田
嶋
町
長
は
、
安
全
面
を
懸
念
し
て

い
る
と
し
た
う
え
で
「
協
議
会
が
設
立

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

得
て
具
体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い
け

る
」
と
述
べ
、
堀
那
智
勝
浦
町
長
は
、

廃
校
を
見
学
場
と
し
て
活
用
す
る
考
え

を
報
告
。
県
か
ら
委
託
を
受
け
て
渋
滞

ロ
ケ
ッ
ト
発
射
に
向
け
て
情
報
共
有
を
図
る

民
間
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
周
辺
地
域
活
性
化
協
議
会
が
設
立

対
策
を
研
究
し
て
い
る
民
間
会
社
の
担

当
者
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

が
必
要
と
し
、
紀
南
地
域
の
道
路
の
交

通
処
理
能
力
を
調
査
し
て
交
通
課
題
を

明
確
に
し
て
い
く
と
説
明
し
ま
し
た
。
　 　

　
同
協
議
会
事
務
局
の
県
に
よ
る
と
、

今
後
は
定
期
的
な
会
合
の
開
催
や
分
科

会
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
情
報
不
足
の

解
消
と
課
題
の
解
決
に
向
け
て
協
議
を

進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　
串
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
ら

が
10
月
18
日
、
町
内
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
な
ど
で
乳
が
ん
検
診
の
受
診
を
呼
び

か
け
る
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
メ

リ
カ
で
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
デ
ー
」
と
制
定
さ
れ
て
い
る
10
月

の
第
３
金
曜
日
に
街
頭
啓
発
を
実
施
。

こ
の
日
は
、
乳
房
模
型
で
の
触
診
体
験

や
啓
発
物
品
の
配
布
な
ど
で
早
期
発
見

の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　
串
本
町
の
乳
が
ん
検
診
受
診
率
は
、

県
内
平
均
よ
り
低
い
状
況
で
す
。
早
期

発
見
の
た
め
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

保
健
セ
ン
タ
ー
が
街
頭
啓
発

乳
が
ん
検
診
受
け
て

啓発物品を手渡して受診を呼びかける保健師

①会長の下県副知事　②町内のホテルで開かれた総会の様子
１２
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11
月
５
日
の「
世
界
津
波
の
日
」、「
津

波
防
災
の
日
」
に
合
わ
せ
て
毎
年
実
施

し
て
い
る
津
波
避
難
訓
練
。
今
年
は
11

月
２
日
に
町
内
各
地
区
で
行
わ
れ
、
町

民
約
１
５
０
０
名
が
最
寄
り
の
避
難
場

所
へ
避
難
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　
大
島
島
内
で
は
高
台
へ
の
避
難
後
、

島
内
住
民
約
１
５
０
名
が
二
次
避
難
所

の
大
島
小
学
校
に
集
ま
り
、
合
同
の
避

難
所
を
開
設
。
避
難
者
を
受
け
入
れ
る

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
後
は
、
和
歌
山
県
や
串
本
消
防

署
、
串
本
警
察
署
、
町
役
場
に
よ
る
防

町
内
各
地
で
津
波
避
難
訓
練
を
実
施

大
島
島
内
で
は
学
習
会
で
防
災
意
識
を
高
め
る

災
学
習
会
が
あ
り
、
消
火
器
の
取
り
扱

い
や
ド
ロ
ー
ン
の
デ
モ
飛
行
見
学
、
起

震
車
「
ご
り
ょ
う
君
」
の
地
震
体
験
、

避
難
グ
ッ
ズ
の
使
用
体
験
、
準
天
頂
衛

星
「
み
ち
び
き
」
を
使
っ
た
「
衛
星
安

否
確
認
サ
ー
ビ
ス
」
の
体
験
な
ど
を
実

施
。
非
常
食
の
ア
ル
フ
ァ
米
を
用
意
し
、

航
空
自
衛
隊
串
本
分
屯
基
地
に
よ
る
炊

き
出
し
の
カ
レ
ー
を
試
食
す
る
な
ど
も

し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
大
島
小
学
校
の
児
童
は

「
今
日
や
っ
た
こ
と
を
今
後
に
い
か
し

た
い
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

大島の防災学習会で訓練用消火器を使う様子

航空自衛隊串本分屯基地による炊き出しカレーの配布

　
町
内
で
緊
急
地
震
速
報
の
伝
達
訓
練

が
行
わ
れ
た
11
月
５
日
、
く
し
も
と
こ

ど
も
園
で
は
津
波
避
難
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
に
緊
急
地
震
速
報
が
放
送

さ
れ
る
と
、
園
児
た
ち
は
防
災
ず
き
ん

を
か
ぶ
っ
て
机
の
下
へ
入
る
な
ど
、
身

を
守
る
行
動
を
実
践
。
揺
れ
が
お
さ
ま

る
の
待
っ
て
か
ら
、
２
歳
児
以
上
は
自

分
で
走
っ
て
、
０
歳
児
と
１
歳
児
は
避

難
車
に
乗
っ
て
高
台
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　
高
台
へ
上
が
っ
た
後
は
人
数
確
認
を

行
い
、
避
難
の
合
い
言
葉
「
自
分
の
命

身
を
守
っ
て
す
ぐ
に
高
台
へ
避
難
を

く
し
も
と
こ
ど
も
園
で
津
波
避
難
訓
練

は
自
分
で
守
る
」、「
早
く
高
い
と
こ
ろ

へ
逃
げ
る
」、「
安
全
に
な
る
ま
で
戻
ら

な
い
」
を
全
員
で
声
に
出
し
て
確
認
。

矢
野
久
美
園
長
は
、
す
ば
や
く
避
難
で

き
た
園
児
た
ち
に
「
こ
れ
か
ら
も
一
生

懸
命
練
習
し
て
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
新
た
に
購
入
し
た
電
動

ア
シ
ス
ト
付
き
の
避
難
車
２
台
を
初
め

て
訓
練
で
使
用
。
避
難
時
の
保
育
教
諭

の
負
担
を
減
ら
し
、
よ
り
多
く
の
園
児

た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

緊急地震速報を聞いて身を守る行動をとる園児たち

避難車やかけ足で高台へ避難

　
11
月
１
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、
国

指
定
天
然
記
念
物
の
橋
杭
岩
が
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
色
の
ラ
イ
ト
60
基
で
橋
杭
岩
が
、

16
台
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
で
水
面
が
そ
れ

ぞ
れ
照
ら
さ
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
が

人
々
を
魅
了
。
多
く
の
人
が
夜
の
奇
岩

を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。
産

業
課
に
よ
る
と
、
今
年
は
約
３
６
０
０

名
が
訪
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
29
年
に
一
般

社
団
法
人
夜
景
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
か
ら
日
本
夜
景
遺
産

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

橋
杭
岩
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

夜
の
奇
岩
が
幻
想
的
に

幻想的に浮かび上がる橋杭岩

Town Topics

　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
11
月
５
日
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
平へ

い
め
い
ま
る

明
丸
　

母
国
ト
ル
コ
へ
帰
る
と
き
」
の
上
映
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
上
映
会
は
、
制
作
者
で
あ
る
ト
ル
コ

人
映
画
監
督
、ハ
イ
リ
イ
ェ
・
サ
バ
シ
ュ

チ
ュ
オ
ー
ル
さ
ん
の
希
望
に
よ
り
、
串

本
町
ト
ル
コ
文
化
協
会
と
南
紀
交
際
交

流
協
会
が
開
催
。
両
協
会
の
会
員
を
中

心
に
約
50
名
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
同
映
画
は
、
第
１
次
世
界
大
戦
後
に

日
本
船
「
平
明
丸
」
が
ト
ル
コ
人
捕
虜

約
千
人
を
ロ
シ
ア
か
ら
ト
ル
コ
に
送
り

届
け
よ
う
と
し
た
平
明
丸
事
件
の
史
実

を
、
古
い
記
録
や
関
係
す
る
子
孫
の
記

憶
を
た
ど
る
形
で
伝
え
る
内
容
。
監
督

が
６
年
前
に
事
件
の
資
料
を
ト
ル
コ
の

図
書
館
で
偶
然
見
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
映
後
、
サ
バ
シ
ュ
チ
ュ
オ
ー
ル
監

督
は
、
平
明
丸
事
件
は
日
本
と
ト
ル
コ

の
友
情
を
さ
ら
に
強
く
す
る
も
の
だ
と

し
、「
ト
ル
コ
で
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
こ
の
友
好
的
な
話
を
、
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

友
情
を
つ
な
ぐ
「
平
明
丸
事
件
」
を
知
っ
て

ト
ル
コ
人
監
督
が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映

［
平
明
丸
事
件
］　
第
１
次
世
界
大
戦
で

ロ
シ
ア
に
捕
え
ら
れ
た
ト
ル
コ
兵
が
、

１
９
１
８
年
に
日
本
側
へ
移
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
日
本
が
約
千
人
の
ト
ル
コ
兵
と
そ

の
妻
ら
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
側
へ
送
り
届
け

る
こ
と
に
な
り
、
１
９
２
１
年
２
月
に
日

本
の
輸
送
船
「
平
明
丸
」
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
か
ら
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
へ
出
発
。
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
到
着
目
前
、平
明
丸
は
エ
ー

ゲ
海
沖
で
ギ
リ
シ
ャ
軍
に
拿だ

ほ捕
さ
れ
、
ト

ル
コ
兵
の
引
き
渡
し
を
要
求
さ
れ
る
も
、

同
船
司
令
官
の
津
村
諭
吉
中
佐
は
拒
否
し
、

日
本
人
乗
組
員
は
７
か
月
に
わ
た
り
ト
ル

コ
兵
と
と
も
に
船
上
で
抵
抗
す
る
。

　
イ
タ
リ
ア
の
仲
介
案
に
よ
り
、
日
本
は

イ
タ
リ
ア
側
に
ト
ル
コ
兵
を
引
き
渡
し
、

ト
ル
コ
兵
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
帰
還
し

た
の
は
１
９
２
２
年
６
月
で
あ
っ
た
。
　

　
道
の
駅
「
く
し
も
と
橋
杭
岩
」
で
11

月
２
日
、
串
本
町
消
防
本
部
と
同
道
の

駅
を
運
営
す
る
南
海
エ
フ
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社
に
よ
る
消
防
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
フ
ェ
ア
は
、
防
火
・
防
災
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
時
期
に

開
催
さ
れ
る
橋
杭
岩
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の

前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
。
防
火
衣
の

試
着
や
消
防
車
か
ら
の
放
水
体
験
、
煙

体
験
、
地
震
体
験
な
ど
で
防
火
・
防
災

へ
の
取
組
を
啓
発
し
ま
し
た
。
多
く
の

親
子
連
れ
も
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

様
々
な
体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

道
の
駅
で
消
防
フ
ェ
ア

様
々
な
体
験
楽
し
む

防火衣の試着を楽しむ親子連れ

上映後に講演するサバシュチュ
オール監督（右）
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11
月
９
日
、
第
32
回
全
国
健
康
福
祉

祭
和
歌
山
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀

の
国
わ
か
や
ま
２
０
１
９
）
が
開
幕
し
、

12
日
ま
で
の
４
日
間
、
県
内
21
市
町
で

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
27
種
目
の
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
60
歳
以
上
の

方
を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
、

健
康
と
福
祉
の
祭
典
で
、
ふ
れ
あ
い
と

活
力
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
が
目
的
。
昭
和
63
年
に
兵
庫
県

で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
大
会
以
来
、
毎

年
各
地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
和
歌
山

県
で
は
初
め
て
の
大
会
と
な
り
ま
す
。

　
10
日
と
11
日
に
は
、
串
本
町
、
新
宮

市
、
田
辺
市
、
上
富
田
町
の
４
市
町
で

サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
が
あ
り
、
都
道
府

県
や
政
令
指
定
都
市
の
代
表
60
チ
ー
ム

約
１
１
０
０
人
が
参
加
。
Ａ
か
ら
Ｏ
ま

で
の
15
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
の
リ
ー
グ
戦
で
順
位
を
競
い
ま

し
た
。

　
串
本
町
で
は
、
総
合
運
動
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
大
会
が
開
か

れ
、
20
チ
ー
ム
が
出
場
。
２
日
目
は
雷

の
影
響
で
１
試
合
目
の
途
中
か
ら
４
試

合
目
ま
で
が
中
止
に
な
る
な
ど
、
天
候

に
恵
ま
れ
な
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、

気
迫
あ
ふ
れ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
ト
ビ
ウ
オ
の
つ
み
れ
が

入
っ
た
「
し
ょ
ら
さ
ん
鍋
」
の
ふ
る
ま

い
や
、
無
料
ド
リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
、
骨

密
度
測
定
な
ど
の
健
康
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
や
町
職
員
が
選
手
た
ち
を
お
も
て

な
し
。
町
内
の
観
光
地
を
訪
れ
る
ミ
ニ

ツ
ア
ー
も
あ
り
、
選
手
た
ち
は
試
合
の

合
間
の
時
間
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
Ｍ
ブ
ロ
ッ
ク
で
優
勝
し
た
福
島
県
代

表
チ
ー
ム
の
選
手
は
「
チ
ー
ム
全
員
で

金
メ
ダ
ル
が
取
れ
て
よ
か
っ
た
。
全
国

の
方
々
と
の
交
流
も
で
き
て
有
意
義
な

大
会
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　１１月１０日、和歌山市の和歌山ビッグホエー
ルでは、関連イベントとして「わかやまねんりん
フェスタ」が開催。様々な地域文化の伝承活動を
実演・展示する「地域文化伝承館」において、串
本町老人クラブ連合会女性部の皆さんが、正調串
本節を披露されました。
　来場者からは「生演奏の串本節は素晴らしかっ
た」と、うれしい言葉をいただきました。
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お知らせワイド
information

こども未来課からのお知らせ

串本町病児・病後児保育室「ぽけっと」を開設します
　串本町では、児童が病気の治療中や回復期にあって、家庭や集団（こども園等）での保育が困難
な場合において、保護者が就労などやむを得ない理由により家庭で看護ができない児童を一時的に
お預かりする、串本町病児・病後児保育室「ぽけっと」を開設します。

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　
　串本町役場　こども未来課　℡　０７３５‐６７‐７０２７

令和２年１月７日（火）から
くしもと町立病院内で始まります！

※申込方法等、詳細については町ホームページ
　に掲載しています。
※申込用紙等は、こども未来課に用意しています。
　町ホームページからもダウンロードできます。

対象児童

　次のいずれにも該当する生後８か月から
　小学校３年生までの児童
・町内に住所を有する児童
・病気治療中または回復期にあり、入院加療
　の必要はないが、安静等が必要で集団生活
　が困難な児童
・保護者の就労、傷病、冠婚葬祭等の理由に
　より、家庭での保育が困難な状況の児童
※定員に空きがある場合には、町外に住所を
　有しているが、保護者が町内に勤務してい
　る児童も対象とします。

対象疾患

・風邪、消化不良症等の日常的にかかる疾患
・ぜん息等の慢性疾患
・インフルエンザ、水ぼうそう（水痘）、風
　しん等の感染性疾患（麻しんは除く）
・骨折、熱傷等の外傷性疾患
※かかりつけ医による病児・病後児保育室の
　利用が可能である証明（診療情報提供書）
　が必要です。
※予防接種履歴等により、受け入れができな
　い場合があります。

実施施設

　所在地　串本町サンゴ台６９１番地７
　　　　　くしもと町立病院内　２階
　施設名　串本町病児・病後児保育室
　　　　　「ぽけっと」

定員

　１日あたり４名
※申込先着順となり、原則として利用を希望す
　る前日までに予約が必要です。

　開設日　　令和２年１月７日 (火）
　　保育日　　月曜日から金曜日　
　　　　　　（祝日・年末年始を除く）
　保育時間　午前８時から午後６時まで
※延長保育は実施いたしません。

・町内在住　日額　　　　２，０００円
　　　　　　５時間以内　１，０００円
・町外在住　日額　　　　４，０００円
　　　　　　５時間以内　２，０００円
※住民税非課税世帯等を対象に利用者負担減額
　制度もあります。

開設日・保育日時

利用料金

お知らせワイド
information

　『串本町医療・介護ガイドブック』は、町民の皆さまに介護保険サー
ビスをわかりやすく説明させていただくとともに、医療・介護関係者の
ご協力を得て、医療・介護の情報やマップを 1冊にまとめたものです。
　串本町では、高齢になっても住み慣れた地域で安心して生活すること
ができるように在宅医療・介護連携推進事業に取り組んでいます。
　高齢者の方やそのご家族、これから介護保険サービスの利用をお考え
の方や医療・介護関係者の皆さまに、幅広くご活用いただけましたら幸
いです。

串本町地域包括支援センターからのお知らせ

『串本町医療・介護ガイドブック』をご活用ください！

◇お問い合わせ先◇　串本町地域包括支援センター　℡　０７３５‐６２‐６００５

住民課からのお知らせ

旧姓（旧氏）が併記できます
　住民票とマイナンバーカードに、旧姓（旧

きゅううじ

氏）が併記できるようになりました。　

住 民 票
マイナンバーカード

※申請には旧姓が記載された戸籍謄本等が必要です。
※旧姓を削除・変更することもできます。

詳しい手続きの方法については、お問い合わせください。

◇お問い合わせ先◇　
　串本町役場　住民課　℡　０７３５‐６２‐０５６１

■各種の契約や銀行口座の名義に旧姓が使われる場面で、その証明に使えます。
■就職・転職時など、仕事の場面でも旧姓で本人確認ができます。

こんなときに！

このようになります
氏名　番号［○○］花子

すでにカードをお持ちの方は
追記欄に追記されます

（旧姓）

［マイナンバーカードの場合］

　現在、「串本町プレミアム付商品券購入引換券」をお持ちで、購入を希望されている方は、
販売期間が令和元年１２月２７日（金）までとなっていますのでご注意ください。　
　なお、商品券の有効期限は令和２年１月３１日（金）です。
有効期限を過ぎた場合は一切使用できなくなりますので、必ず
有効期限内にご使用ください。

福祉課からのお知らせ

串本町プレミアム付商品券事業について

◇お問い合わせ先◇　
　串本町役場　福祉課　℡　０７３５‐６２‐０５６２

み  ほ  ん
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自衛官候補生 高等工科学校生徒
貸 費 学 生

※月額54,000円を貸与
（免除制度あり）

応募資格 １８歳以上３２歳未満の男子 中卒（見込み含む）の１７歳未満
の男子

現在、大学３・４年次または大学
院に在学の方
※条件等の詳細はお問い合わせください。

受付期間 令和元年１２月１２日（木）まで 令和２年１月６日（月）まで 令和２年１月６日（月）まで

試 験 日 令和元年１２月１４日（土）
※年内最終になります。

【一次試験】
令和２年１月１８日（土） 令和２年１月２５日（土）

試験会場 自衛隊和歌山地方協力本部
（和歌山市） 田辺商工会議所（田辺市） 全国主要都市

自衛隊和歌山地方協力本部　新宮地域事務所からのお知らせ

自衛官（学生）等の募集案内

お知らせワイド
information

◇お問い合わせ先◇　自衛隊和歌山地方協力本部　新宮地域事務所
　　　　　　　　　　℡　０７３５‐２１‐３４４９

　【説明会のご案内】　
　　■日時　令和元年１２月１日（日）１０：００～１２：００
　　■場所　自衛隊和歌山地方協力本部　新宮地域事務所 
　　　　　  （和歌山県立新宮高等学校正門前）
　　■内容　試験内容、待遇、給与、福利厚生等についての説明

就職や転職を
お考えの方は

ご活用ください。

　税金は、私たちの生活に身近な教育、福祉、道路整備
などの行政サービスを提供するうえで非常に貴重な財源
です。町税の滞納は、町の財政を圧迫し、納期内に納め
ている大多数の町民の皆さまとの公平性を欠く行為です。
　現在、町では督促状や催告書の発送後もなお、納税し
ていただけない場合には、法律に基づき財産（不動産、
生命保険、給料、年金、預貯金、売掛金等）の調査、差
押を行っております。また、滞納者の所有物件や住居に
立ち入っての捜索や、自動車等のタイヤロックも実施し
ております。
　病気や失業、災害など、やむを得ない事情により納税
が困難な場合は、お早めにご相談ください。

税務課からのお知らせ

滞納処分（財産差押）について

◇お問い合わせ先◇　
　串本町役場　税務課　徴収グループ
　℡　０７３５‐６２‐０５８６

お知らせワイド
information

　串本町学校給食センターでは、令和２年度の学校給食用物資納入業者を募集します。

■募集期間
　令和元年１２月２日（月）～１２月２０日（金）
■条件・資格等
　「串本町学校給食用物資納入業者登録に関す
　る要領」のとおり
■登録有効期間
　令和２年４月１日～令和３年３月３１日

串本町学校給食センターからのお知らせ

学校給食用物資納入業者を募集します

■申請書類について
　串本町教育委員会ホームページからダウン
　ロードしていただくか、串本町学校給食セ
　ンターまでお越しください。
◇書類提出・お問い合わせ先◇　
　串本町学校給食センター
　〒６４９‐３５０３　串本町串本７１３
　℡　０７３５‐６７‐７１５１

　次の手続きは、水道課（古座分庁舎）または住民課（本庁舎）で事前に所定の
様式による申込み・届出をお願いいたします。手続きには認印が必要です。郵送
またはＦＡＸによる申込み・届出も受け付けています。

■水道使用開始　転入や転居、帰省等で水道を使用するとき
■水道使用中止　転出や転居、長期間留守にする等で水道の使用をやめるとき
■その他　　　　水道使用者（契約者）や郵便物等の送付先を変更するとき

※水道の使用開始については、使用開始日の２開庁日前までにお申し込みください。使用開始日の
　当日や前日夕方などにお申し込みされますと、水道を使用されるまでに開栓作業が間に合わない
　ことがあります。
※水道使用開始の申込みをせず水道を使用した場合は無断使用となり、過料が科されることがあり
　ます。また、無断使用調査は随時行っていますので、ご協力をお願いいたします。
※各種手続きの受付は、平日の午前８時３０分から午後５時１５分までです。開庁日以外は、各種
　手続きの受付や開栓・閉栓作業を行っていませんのでご注意ください。
※年末年始や連休前後は、開栓・閉栓が大変混み合いますので、早めの手続きをお願いいたします。

水道課からのお知らせ

① 水道の各種手続きについて

② 水道使用開始時・中止時に手数料が必要です
　水道の使用開始時には「水道使用開始手数料」、使用中止時には「水道使用中止手数料」が必要です。

※「水道使用開始手数料」は最初の水道料金に、「水
　道使用中止手数料」は最終の水道料金に合算し
　て請求させていただきます。

水道使用料 ( 開始・中止 ) 手数料

750 円1回につき

◇お問い合わせ先◇　串本町役場　水道課　料金グループ　℡　０７３５‐７２‐００８２
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通院中
（最近病院受診を含む）
208 人（56％）

健康
31 人 (9％)

忙しい
30 人 (8％)

受診検討
23 人 (6％)

職場の健診・

8人 (2％)
その他

71 人 (19％)
人間ドック

合計
３７１人

お知らせワイド
information

住民課からのお知らせ

国保健全財政の維持に向けて（第５８回）
　９月号でお知らせしていた、特定健診未受診の方へのお電話によるお願い作業が終了しました。
総勢１，１５７名の方にお電話させていただき、電話に出ていただいた対象者の方は５０４名でし
た。このうち、１３３名もの方に個別健診の申込みをいただけることとなりました。ご協力ありが
とうございます。この人数は受診率に換算して約３．２％に相当し、例年の受診率の約１割にもあ
たります。
　今回残念ながら受診いただけなかった方に、あらためて理由別にお願いをさせていただきます。

　主治医の判断によっては、普通の検査
を特定健診（個別健診）に振り替えられ
る場合があります。
　特定健診であれば無料で受診すること
ができ、持病以外の健康状態を確認する
こともできますので、一度かかりつけの
医療機関にてご相談ください。

職場健診・人間ドックを受診した（する）方

通院中または最近病院にかかった方

健康または忙しい方

　繰り返しにはなりますが、いわゆる生
活習慣病については、症状を自覚する頃
には病気が進行してしまっている場合が
多くあります。検査結果により初期段階
から改善に取り組むことで、より長期に
わたって健康を維持することができます。

　ぜひとも検査結果を提供いただけないでしょうか。医師の所見（診断）付きの健診結果を提供し
ていただくことで、国保の特定健診を受けたものとみなすことができるのです。
　このたび、職場健診の多い秋口を過ぎたこともあり、当初に特定健診の希望調査表で職場健診を
受けると回答をいただいた方など、対象となりそうな方に個別でご案内もさせていただきました。
　ご協力いただいた方には、ささやかですが粗品を進呈させていただきます。

特定健診は健康維持・改善のスタートラインです！

　特定健診の検査結果をもとに、特定保健指導の実施や糖尿
病性腎症重症化予防に向けた事業として、栄養教室・運動教
室を実施するなど、健康維持・改善に向けた様々な取り組み
をご案内させていただきます。

受診予定以外の方の内訳

　また、受診率が向上することで国からの交付金が大きくなるなど、特定健診の受診は
国保財政を維持するための重要な要因となっています。皆さまのご協力をよろしくお願
いいたします。

ご 不 明 な 点 は、 住 民
課国保係（℡ ６２ －
０５６１）までお問い
合わせください。

お知らせワイド
information

和歌山県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

①健康診査は受けられましたか?
　健康診査は、令和２年２月末日まで受けることができます。
　受診券をお持ちの方で、まだ健康診査を受けていない方は、この機会にぜひご自身の健康状態を
チェックしましょう。

　受診券等の紛失やご不明な点があれば、下記までお問い合わせください。

◇お問い合わせ先◇　和歌山県後期高齢者医療広域連合　　℡　０７３‐４２８‐６６８８
　　　　　　　　　　〒６４０‐８１３７　和歌山市吹上２‐１‐２２　日赤会館９階

■対象者
・７５歳以上の方
・６５歳以上７５歳未満で一定の障がいが
　あり、広域連合の認定を受けられた方
■検査項目
　問診、計測、診察、脂質、肝機能、尿、
　腎機能、代謝系
■実施場所
　受診券と同封している実施医療機関一覧
　に記載されている医療機関
■費用　
　無料

※対象の方には５月末に受診券等を発送
　しています。
■対象者
　平成３１年３月末で７５歳、８０歳、
　８５歳の方と９０歳以上の方
■検査項目
　問診、口腔内検査、口腔機能検査
■実施場所
　受診券と同封している実施医療機関一覧
　に記載されている医療機関
■費用　
　無料

◇お問い合わせ先◇
・後発医薬品利用差額通知コールセンター　℡　０１２０‐５３‐０００６（通話無料）
・和歌山県後期高齢者医療広域連合　　　　℡　０７３‐４２８‐６６８８

　１１月下旬から１２月上旬にかけ、ジェネリック医薬品を使用した場合、１か月の自己負担額が
２００円以上軽減される可能性がある方を対象に、ジェネリック医薬品使用促進のお知らせを送付
しています。患者負担の軽減や医療保険財政の改善のため、ジェネリック医薬品の使用をご検討く
ださい。
※ジェネリック医薬品への切り替えを強制するものではありません。
※お薬によっては、ジェネリック医薬品への切り替えができない場合もあります。
　かかりつけの医師または薬剤師にご相談ください。

②ジェネリック医薬品使用促進のお知らせ送付

後期高齢者医療制度にご加入の皆さまへ

歯科健康診査健 康 診 査
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日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）
１ ２ ３ ４ ５

　２歳６か月児
　歯科健診・相談

６
　きらきらくらぶ

７

８ ９ 10
　かるがもひろば（※）
　健康相談（※）
　クッキングの会

11 12
　３歳６か月児健診

13 14
　おひさまくらぶ

15
　プレパパ交流会

16
　有酸素運動教室

17 18 19
　４か月・
　１０か月児健診

20
　きらきらくらぶ

21
　パパママ教室
 （くしもと町立病院）

22 23 24 25
　

26
　

27 28

29 30 31

保健センターだより
※健診等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５‐６２‐６２０６）まで

１２月の行事カレンダー

 

※かるがもひろばは、保健センターにて９時３０分から１１時まで実施します。
※健康相談は、保健センターにて１３時３０分から１５時まで実施します。　
　希望者 (４０歳以上の女性 ) には骨密度測定を実施しますので、１２月９日 (月 ) までにお申し込みください (先着１０名様）。

◎各事業の対象となる方には個別にご連絡しております。母子・成人事業

歯周病検診の無料期間は１２月２７日まで！！
　対象となる次の年齢の方にご案内しています。

・４０歳（昭和５４年４月～昭和５５年３月生）　
・５０歳（昭和４４年４月～昭和４５年３月生）
・６０歳（昭和３４年４月～昭和３５年３月生）　
・７０歳（昭和２４年４月～昭和２５年３月生）

　歯周病を放置していると、歯茎からの出
血、歯茎がむずがゆくなるなどの小さな症
状が現れます。そして、歯茎の腫れや口臭
など、徐々に症状が重くなります。そのま
まで放置すると、かたい物が食べづらくな
る、歯がゆらぐ、歯茎がひどく腫れるなど
し、最終的には骨（歯槽骨）が溶けて歯が
抜けてしまいます。

　　□朝起きた時に、口の中がネバネバする　　　□歯が長くなったような気がする
　　□ブラッシングの時に出血する　　　　　　　□歯と歯の間に隙間ができて物がはさまる
　　□口臭が気になる　　　　　　　　　　　　　□かたい物がかみにくい
　　□歯肉がむずがゆい、痛い　　　　　　　　　□歯肉が赤く腫れている

※３つ当てはまる・・・・油断は禁物。ご自身または歯科医院で予防に努めましょう。
※６つ当てはまる・・・・歯周病が進行している可能性があります。
※すべて当てはまる・・・歯周病の症状がかなり進んでいます。

　下記の項目をチェックしてみてください。症
状があてはまる方や気になる方は、歯科医院を
受診し、歯周病の予防・治療を行いましょう。

　医療機関で受診するがん検診の受診期間は１２月２７日 (金 ) までです。受診券をお持ちの方は、
忘れずに受診してください。まだがん検診の申込みをされていない方は、受診券を発行しますので
保健センター（℡　６２‐６２０６）までご連絡ください。

がん検診はお済みですか？受診期間が残り少なくなっています！

 

有酸素運動教室に参加しませんか？
　運動習慣のない方や運動を始めたいと思っている方も、お気軽にご参加ください。
　有酸素運動で身体も心もリフレッシュしましょう！

　■日　時　１２月１６日（月）　
　　　　　　１０：３０～１１：３０

■場　所　串本町立体育館
■講　師　ピーアップ新宮　杉

すぎうら

浦　資
も と し

史　先生

新宮・東牟婁地域・職域連携推進協議会主催

　■内　容　１０：３０～１０：５０　体育館でストレッチ、ウォーキングについてのレクチャー
　　　　　　１０：５０～１１：３０　屋外でウォーキング（体育館裏の海岸沿い）、正しいウォー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　キングについて　　※雨天時は、通常どおり体育館のみ
　■持ち物　室内シューズ、タオル、飲み物、バスタオルかヨガマット（ストレッチの際に敷いて
　　　　　　使います。）、運動靴（屋外でのウォーキング用）　

　　　　　　※屋外でのウォーキング時、貴重品を身につける場合は、リュックなどをお持ちください。　　 

　
　◇お申し込み・お問い合わせ先◇　串本町保健センター　℡　０７３５‐６２‐６２０６
　　　　　　　　　　　　　　　　　※１２月９日（月）までにお申し込みください。

プレパパ交流会
　これから生まれてくる我が子。
家族が増えることによる様々な
変化への期待や不安は、パパに

　妊婦さんを対象にクッキング＆交流会を行
います。みんなでおいしいおやつを手作りし、

クッキングの会

産前産後サポート

食べながらホッと一息つきませんか？妊娠中
の不安や疑問など、話題はなんでもＯＫ！こ
の機会に色々お話ししましょう。

■日　時　　１２月１０日（火）
　　　　　　１３：３０～１５：００
■場　所　　串本町文化センター　１階調理室
■スタッフ　保健師、管理栄養士
　　　　　　串本町保健推進員
■対象者　　妊婦さん
■持ち物　　母子手帳、エプロン、
　　　　　　ハンドタオル、マスク
■申込期限　１２月６日（金）

もあるかと思います。パパの育児って？上の
子との関係は？ほかのパパはどうしているの
かな？など、仲間に聞いてみませんか？プレ
パパ、ベテランパパだけでなく、今後子ども
をもちたい男性も、ぜひご参加ください！

■日　時　　１２月１５日（日）
　　　　　　１０：００～１１：３０
■場　所　　串本町保健センター　
　　　　　　２階ミーティングルーム
■スタッフ　かづこ助産院　本

もとだて

舘  千
か づ こ

子 先生
　　　　　　保健センター　保健師
■対象者　　妊婦さんの夫（パートナー）
　　　　　　または今後子どもをもちたい男性
■内　容　　交流会、希望に応じて妊婦スー
　　　　　　ツ体験、着替え・おむつ替え体験
■申込期限　１２月１２日（木）

今回はクリスマスの定番
「ブッシュドノエル」を作ります！
簡単なので、お菓子作り初心者の
方も安心してご参加ください！

◆お申し込み・お問い合わせ先◆　串本町保健センター　℡　０７３５‐６２‐６２０６
　※お子さんを連れての参加をご希望の方は、お申し込みの際にご相談ください。
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次の日程で献血を行います。
病気やけがで輸血等が必要な患者さんを救
うことができる献血は、命をつなぐボラン
ティアです。
皆さまのご協力をよろしくお願いします。

■日時　１２月５日（木）　　　　　　
　　　　１０：００～１２：００　　　
　　　　１３：００～１６：００
■場所　矢倉甚兵衞様宅前駐車場
■主催　串本ライオンズクラブ

◎お問い合わせは、串本町役場　福祉課
　（℡　０７３５‐６２‐０５６２）まで

献血にご協力
ください

　初めてパパ・ママになる方やベテランパパ・
ママのための教室です。妊娠、出産、産後の
ことについて、みんなで学びませんか？

■日　時　　１２月２１日（土）
　　　　　　１３：３０～１５：３０
■場　所　　くしもと町立病院　２階
■スタッフ　くしもと町立病院　助産師
　　　　　　保健センター　保健師・管理栄養士
■対象者　　妊娠２８週以降の妊婦さんとパー
　　　　　　トナー（妊婦さんのみの参加も可）
■持ち物　　母子手帳
■内　容　　妊娠、出産、産後についてのお話、
　　　　　　呼吸法、沐浴体験、パパの妊婦
　　　　　　スーツ体験など　

パパママ教室を開催します

　ご参加いただける方は、１２月１９日
（木）までにくしもと町立病院（℡  ６２‐
７１１１）または保健センター（℡  ６２‐
６２０６）までお申し込みください。
※お子さんを連れての
　参加をご希望の方は、
　事前にお申し出くだ
　さい。

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

ECCジュニア＆BS教室
古座教室（北本） 串本教室（名田）
℡ ７２ｰ３１２９ ℡ ６２ｰ５５８３
コ
ー
ス

◆英語・英会話
◆幼児デジタル
◆かんじ・漢検 

◆中学英語強化
◆英検対策
◆ＢＳ(高校生～)

J-SHINE「小学校英語指導者資格」認定講師

大人の発達障がいに関する
講演会の開催について

■日時　令和２年１月５日（日）
　　　　１３：００～１６：３０
■場所　和歌山県立情報交流センターＢｉｇ‐Ｕ
　　　　田辺市新庄町３３５３‐９
■講師　大正大学心理社会学部　臨床心理学科
　　　　内山　登紀夫　教授
■演題　「大人の発達障害～大学生から初老期ま
　　　　　での発達障害の人が教えてくれたこと～」
■定員　４００名
■参加費　無料
■お申し込み・お問い合わせ先
　和歌山県発達障害者支援センター「ポラリス」
　℡　０７３‐４１３‐３２００
　FAX　０７３‐４１３‐３０２０
※手話通訳をご希望の方は、お申し出ください。

※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。
　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口
　にお申し出ください。

（１０月受付分　敬称略）
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◆お問い合わせ先◆　
　串本町消防本部　総務課　
　TEL　0735-62-0625

消防団員が安心して活動できるように、
災害補償や共済制度もあります。
男女を問わず募集しておりますので、
お気軽にお問い合わせください。

消 防 団 員 募 集 第７１回人権週間
１２月４日（水）～１０日（火）

みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう 相手の気持ち 未来へつなげよう 違いを認め合う心～

　１２月１０日は「人権デー」です。１９４８年の
この日、「世界人権宣言」が国連で採択され、今年で
７１年目を迎えました。世界中のすべての人はみんな
同じ人権を持つ、かけがえのない存在です。それぞれ
の個性や生き方の違いを大切にして、すべての人の人
権が尊重される豊かな社会をつくりましょう。

　松下さんは、串本町やすさみ町などの郵便
局で４９年６か月の長きにわたり勤務。古座
郵便局で局長を務められ、紀南の特定郵便局
を束ねる連絡会の副統括局長も歴任されまし
た。郵便局の集配業務をいかして独居高齢者
の見守りを始めるなど、地域住民とのつなが
りを大切にしながら職務に取り組まれました。

　谷口さんは、昭和５７年８月に串本町消防
団に入団。火災や風水害等に率先して出動さ
れました。平成１４年７月からは分団長、平
成２１年７月からは副団長、平成２２年４月
からは団長として団員の指導にあたり、平時
は地域住民の防火意識の向上を図るなど、消
防行政の発展に尽力されました。

　団員の皆さんや消防職員の方々に支援してい
ただいて続けることができました。受章できた
のは皆さんのおかげで感謝しています。

瑞
宝
単
光
章

消
防
功
労

令和元年秋の叙勲　受章おめでとうございます

　いただけるとは思っていなかったので驚きま
した。長く仕事ができたのは、職場の皆さんの
協力や地域の皆さんの支援のおかげです。
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容

　
く
し
も
と
町
立
病
院
で
の
事
務
宿
直

▼
募
集
人
員
　
１
名

▼
応
募
資
格

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
令
和
２

　
年
４
月
１
日
現
在
で
65
歳
未
満
の
方

▼
選
考
方
法
　
面
接
試
験

▼
応
募
受
付
期
間

　
12
月
10
日
（
火
）
か
ら

　
12
月
20
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

▼
応
募
方
法

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

串本町の人口と世帯

人口
男性 
女性 
世帯

令和元年１０月末現在（前月比）

１５，８８９人（－２８）
７，４８２人（－　９）
８，４０７人（－１９）

８，５７５世帯（－１０）

火災件数（1月からの累計）

建物
林野
その他
合計

２件
０件
３件
５件

※令和元年１０月３１日が基準日

交通
急病
その他
合計

５０件
６７９件
２６１件
９９０件

※令和元年１０月３１日が基準日

お 知 ら せ
I N F O R M A T I O N

　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　
く
し
も
と
町
立
病
院
に
持
参
ま
た
は
書

　
留
郵
便
で
期
限
必
着

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
く
し
も
と
町
立
病
院
　
事
務
部

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
７
１
１
１

本
州
最
南
端
の
火
祭
り

物
産
販
売
出
店
者
の
募
集

　
一
般
社
団
法
人
南
紀
串
本
観
光
協
会
で

は
、
次
の
と
お
り
「
本
州
最
南
端
の
火
祭

り
」
で
の
物
産
販
売
出
店
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時
　
令
和
２
年
１
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

※
荒
天
時
は
２
月
１
日
（
土
）
へ
延
期

▼
募
集
条
件

・
１
店
舗
に
つ
き
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
ま
た

　
は
箱
バ
ン
１
台
で
の
販
売
（
電
気
を
使

募
集

　
用
す
る
場
合
は
５
０
０
円
必
要
）

・
潮
岬
観
光
タ
ワ
ー
様
の
売
店
商
品
と
あ

　
ま
り
競
合
し
な
い
商
品
で
あ
る
こ
と

▼
募
集
店
舗
数
　
８
店
舗

▼
申
込
方
法
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
い
た
し
ま
す
。

※
令
和
２
年
１
月
中
に
参
加
店
対
象
の
説

　
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
一
般
社
団
法
人
　
南
紀
串
本
観
光
協
会

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
３
１
７
１

　
FAX
０
７
３
５
‐
６
２
‐
１
０
７
０

　
メ
ー
ル info@

kankou-kushim
oto.jp

年
末
調
整
の
計
算
に
関

す
る
相
談
に
つ
い
て

救急件数（1月からの累計）

〒649-3503 和歌山県東牟婁郡串本町串本1855番地4

和歌山県知事（１）第3847号

エステート串本
info@estate-kushimoto.jpTel.0735-62-5180

不動産 賃貸売買 仲介

お
知
ら
せ

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

各種申請書類は専門家におまかせください！各種申請書類は専門家におまかせください！
・ 自動車ナンバーの出張封印・車庫証明
・ ゲストハウス・民泊の許可・届出等
その他の取扱い業務
　農地転用・建設業など各種許認可・届出
　遺言／海事事務所提出書類など

（初回相談料無料）電話 080-2662-9548
HP ： http：//www.zd.ztv.ne.jp/nikata-jimusyo/

行政書士・海事代理士  二河田 浩之  登録番号 第12290260号

　
税
務
署
で
は
、
来
署
に
よ
る
ご
相
談
に

つ
い
て
は
事
前
予
約
制
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
来
署
に
よ
る
年
末
調
整
の
面
接
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
税
務
署
に
電
話

で
相
談
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
新
宮
税
務
署
　
法
人
課
税
部
門
　

　
　
源
泉
所
得
税
担
当

　
℡
０
７
３
５
‐
２
２
‐
５
２
６
１

借

金

無

料

相

談

会

の

開

催

に

つ

い

て

　
和
歌
山
県
で
は
、
多
重
債
務
な
ど
の
お

金
の
問
題
に
悩
ん
で
い
る
県
民
の
皆
さ
ん

の
問
題
解
決
に
向
け
、
専
門
家
（
弁
護

士
・
司
法
書
士
）
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　
令
和
元
年
12
月
15
日
（
日
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

▼
場
所

　
東
牟
婁
振
興
局

　
　
新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
４
‐
８

　
（
受
付
は
地
下
西
側
入
口
付
近
）

▼
相
談
内
容

　
多
重
債
務
な
ど
の
お
金
の
問
題
に
関
す

　
る
相
談
等
（
個
人
事
業
者
も
相
談
可
）

▼
予
約
先
・
受
付
時
間

　
東
牟
婁
振
興
局
　
総
務
県
民
課

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

　
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
原
則
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
主
催

　
和
歌
山
弁
護
士
会
・
和
歌
山
県
司
法
書

　
士
会
・
和
歌
山
県
・
財
務
省
近
畿
財
務

　
局
（
和
歌
山
財
務
事
務
所
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
和
歌
山
県
　
県
民
生
活
課

　
℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
３
４
２

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
」
で
す

　
毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の
１
週

間
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
喫
緊
の
国
民

的
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解
決
を
は
じ
め
と

す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

へ
の
対
処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
警
察
で
は
、
拉
致
に
関
与
し
た
北
朝
鮮

工
作
員
や
「
よ
ど
号
」
犯
人
等
に
つ
い
て
、

逮
捕
状
の
発
付
を
得
て
国
際
手
配
を
行
う

な
ど
、
拉
致
容
疑
事
案
の
全
容
解
明
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
拉
致
被
害
者
と
判
断

し
て
い
る
方
以
外
に
も
、
北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
方
が
い

る
と
の
認
識
の
も
と
、
鋭
意
捜
査
・
調
査

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
警
察
署
　
警
備
課
　
　

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
１
１
０

事
業
主
の
皆
さ
ま
　
労
働
保

険
に
入
っ
て
い
ま
す
か
？

　
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
労
働
保
険
と

は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
（
一
般
に

「
労
災
保
険
」
と
い
う
。
）
と
雇
用
保
険

と
の
総
称
で
、
保
険
給
付
は
各
保
険
制
度

で
別
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
保
険
料
の
徴
収

等
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
一
体
の
も
の

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

　
労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を

除
き
、
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

等
を
含
む
）
を
ひ
と
り
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
す
べ
て
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
成
立
手
続
き
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
加
入
手
続
き
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
和
歌
山
労
働
局
、
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職

42
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【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

串本タクシー株式会社

毎度御愛顧賜り誠にありがとうございます。

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696
　（指定訪問介護事業所　TEL:0735－62－6900）

市場環境の変化やタクシー乗務員の不足に伴いまして、

和歌山県東牟婁郡串本町串本1804

誠に勝手ではございますが、令和元年１０月１日より
タクシーの営業時間を下記の通りに変更致します。
午前６時３０分 ～ 翌日午前１時３０分
御客様には、御不便をお掛けする事もあろうかとは存じ
ますが、何卒、御理解の程、宜しくお願い致します。

▼
第
71
回
人
権
週
間
特
設
人
権
相
談

　
令
和
元
年
12
月
５
日
（
木
）

　
　
会
場
　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎

▼
人
権
行
政
相
談

　
令
和
元
年
12
月
19
日
（
木
）

　
　
会
場
　
古
座
漁
村
セ
ン
タ
ー

▼
行
政
相
談

　
令
和
元
年
12
月
12
日
（
木
）

　
　
会
場
　
古
座
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
開
催
時
間
は
各
相
談
と
も

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
　

相
談

▼
納
期
限
　
令
和
元
年
12
月
25
日
（
水
）

・
固
定
資
産
税
（
３
期
）

▼
納
期
限
　
令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
９
期
）

・
介
護
保
険
料
（
９
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
６
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
本
庁
舎
　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

今
月
の
納
税

業
安
定
所
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
労
災
保
険
と
は

　
労
働
者
が
業
務
上
の
事
由
ま
た
は
通
勤

　
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
り
、
病
気
に
見
舞

　
わ
れ
た
り
、
不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場

　
合
に
、
被
災
労
働
者
や
遺
族
の
生
活
を

　
保
護
す
る
た
め
必
要
な
保
険
給
付
を
行

　
う
も
の
で
す
。

▼
雇
用
保
険
と
は

　
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
お
よ
び
労
働

　
者
に
つ
い
て
雇
用
の
継
続
が
困
難
と
な

　
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
、
労
働
者
の

　
生
活
お
よ
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
と
と

　
も
に
、
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
必
要

　
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
和
歌
山
労
働
局
　
労
働
保
険
徴
収
室

　
℡
０
７
３
‐
４
８
８
‐
１
１
０
２

・
新
宮
労
働
基
準
監
督
署

　
℡
０
７
３
５
‐
２
２
‐
５
２
９
５

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
串
本
出
張
所

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
１
２
１

移

動

県

民

相

談

の

開

催

に

つ

い

て

▼
日
時

　
令
和
元
年
12
月
18
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
相
談
時
間
は
１
件
に
つ
き
約
20
分
）

▼
場
所

　
東
牟
婁
振
興
局

　
　
新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
４
‐
８

▼
内
容

　
土
地
・
建
物
、
借
地
・
借
家
、
相
続
、

　
離
婚
、
金
銭
関
係
、
損
害
賠
償
な
ど
の

　
法
律
問
題
（
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
）

　
お
よ
び
行
政
相
談

▼
事
前
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
令
和
元
年
12
月
４
日
（
水
）

　
　
午
前
９
時
か
ら

※
東
牟
婁
振
興
局
　
総
務
県
民
課
へ

　
　
　
　
　
電
話
予
約
（
先
着
９
名
）

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

串本町ホームページ有料広告募集のお知らせ
串本町ホームページでは、次のとおり有料広告（バナー広告）を募集しています。
【規　　格】　縦６０ピクセル×横２２０ピクセル、GIF・JPEG・PNGいずれかのファイル形式　　　
【掲 載 料】　１枠　１０，０００円／月（連続する６月以上掲載する場合は割引あり）
【掲載場所】　串本町ホームページのトップページ上（https://www.town.kushimoto.wakayama.jp/)
詳しくは、串本町ホームページをご覧いただくか、役場企画課（℡62-0556）までお問い合わせください。

町民の皆さまへ

ト化する技術が進んだことや、大型の衛星を少数打ち上げるのではなく小型の衛星を数多

く打ち上げるという発想が生まれてきたからです。今まさに田原に建設されようとしてい

るスペースワン社のロケットの打ち上げ場は、その発想に基づいた取り組みです。

　１１月１６日、現地にて起工式が行われ、射場の名称は「スペースポート紀伊」と命名

されました。多くの地元関係者のご協力があったからこそ、この事業が実現できました。

必ずや町にとって、観光をはじめ各分野での起爆剤になると確信しています。

　ロケット事業はすそ野が広く、また奥の深い産業です。将来、子どもたちがロケット技

術者を夢見るなら機械工学や電気工学・物理学などあらゆる分野の勉強が必要になります。

目の前で見るロケット打ち上げに刺激を受け、将来ロケットの技術者を目指す子どもたち

が地元で現れてくれれば、串本町の学力の向上にもつながっていくと思われます。そのた

めには、小中学校から宇宙やロケットに興味を持つようなカリキュラムを取り入れたり、

ＪＡＸＡやスペースワン社に協力を求めて、高等学校で全国募集ができるようなコースを

考えるなどの取り組みも進めていきたいと思います。

　しかしまた、ロケット打ち上げにあたり心配する点もあります。多くの観光客やロケッ

ト関係者が来町されることによって起こるであろう交通渋滞の問題です。１号機の打ち上

げ予定は２０２１年度であり、その時点では高速道路が串本まで開通していません。幹線

道路が国道４２号しかないため、交通渋滞対策は必須の課題です。車の進入規制をかける、

できる限り電車を利用してもらうなど、あらゆる交通安全対策に取り組まなければと考え

ています。

　地域浮上につながるこの“ビッグチャンス”を必ずや成功させ、将来に向け希望の持て

る串本町を町民の皆さんと一緒に築き上げていきましょう。

　国が主体となって取り組まれてきた宇宙事業が近年、民間の

宇宙ビジネスとして新たな市場を形成しようとしています。こ

れを可能にしているのが、衛星自体の性能が向上し、コンパク

日本初の民間ロケット基地

串本町長　田嶋 勝正
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㈱エスクリーンサービス

第１５回
串本町民
大運動会

　１０月２７日、串本町総合運動公
園多目的グラウンドで第１５回串本
町民大運動会が開催され、町内各地
区から多くの方が参加されました。
　力を合わせて競技に取り組んだり、
大きな声で応援したり、みなさんの
笑顔あふれる１日となりました。


